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名付け親大賞の川畑さん表彰
平成 年 月 日、川内市内で開かれた第 回協議会で名付け親大賞の表彰があり、川内

市の川畑洋一さんに賞状と副賞（図書券 万円分など）が森卓朗会長から手渡された。
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名付け親大賞の川畑さんに賞状を贈呈

第 回協議会では、 月 日に提案

された合併協定項目 項目の合併協定

書案について、各市町村の対策本部会

議 議会合併対策特別委員会での協議

結果も報告。 市町村とも原案のとお

り承認するとの報告がなされた。

薩摩東部地区合併協議会と調整が必

要な合併後の旧入来町・祁答院町地区

の衛生処理については、薩摩郡東部衛

生処理組合へ委託することとしていた

が、森会長は 委託方式には委託期間な

どの付帯条件はついていない。そのこ

とは合併後の新市首長、議会の権限

と発言した。

協議概要
会議冒頭、森卓朗会長から 薩摩郡東部衛生処理組合の取扱いについては、県の打開調

整案により、 月 日に、薩摩東部地区合併協議会長と委託方式で合意し、付帯条件につ

いては、薩摩東部地区から川薩地区への要望として承ったが、合併後の将来のことは新市

長と新議会の権限であり、一切決めていないこと。したがって、 月 日は条件つきの提

案に合意ではなく、また、来月 日の調印式までに、薩摩東部地区合併協議会と文書確認

するなど、付帯条件なるものに回答する立場にない ことが改めて報告された。

会長あいさつの後、平成 年 月 日に 薩摩川内市 への応募者の中から抽選で選定



された名付け親大賞 名の表彰が行われ、森卓朗会長から名付け親大賞に選定された川内
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市の川畑洋一さんに賞状と、副賞として 万円分の図書券、 市町村の特産品の中から下

甑村の こしき海洋深層水 が贈呈された。

引き続き 件の報告事項があり、 合併協定書案の協議について では、平成 年 月

日に提案した合併協定書案への各市町村の意見集約結果、全市町村とも合併協定書案は原

案のとおり承認するという集約結果が報告された。

なお、東郷町の 薩摩郡東部衛生処理組合への委託については、新市の財政の負担増を

招かないよう、十分な協議調整をしてほしい という意見が紹介された。

合併協定調印式実施要領について では、調印式の意義について、 合併特例法第 条

に基づき設置された市町村の合併に関する協議を行う協議会の集大成であり、 市町村の

行政、議会、学識経験者の代表 名の委員で構成される川薩地区法定合併協議会において、

項目の合併協定項目が承認されたことを、合併協定書として確認するものであること。

そのために 月 日の調印式においては、 名の各首長が、各市町村の代表として署名、

押印すること。 これまで協議会の審議と合併協定書の承認に関わってこられた 名の協

議会委員に、立会人としての署名をお願いすること。 合併推進の観点から、合併特例法

第 条に県の協力の規定があり、特別立会人として県知事に署名をお願いすること。 調

印式後のスケジュールとしては、 月議会で各首長が市町村の廃置分合等合併関連議案を

議会に上程し各議会で審議されるが、この合併協定書案は先進例にならい、議案関連資料



であることが説明された。

住民説明会が 月 日で終了
市町村合併について住民の意見や疑問等を聞き、合併への理解を深めてもらうための住

民説明会は平成 年 月 日から 月 日までの 日間、関係 市町村の 会場で開かれ

た。

説明会には合わせて 人が参加し、活発な意見が交わされた。

住民説明会の参加人数
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市町村が合併協定書に調印
第 回協議会は、平成 年 月 日、川内市内で開かれ、協定項目 項目の確認事項を盛り

込んだ合併協定書案を承認したあと、平成の大合併では本県第 号となる合併協定調印式が行

われた。

調印式には須賀 郎県知事が特別立会人、協議会委員が立会人として出席。各市町村議会議

員、職員ら約 人が見守る中、川薩地区 市 町 村の首長がそれぞれ合併協定書に署名、

押印した後、県知事も署名。合併協定書が県知事から森卓朗会長に手渡されると、会場から大

きな拍手がわいた。

森会長は 合併を契機により一層の住民福祉の向上に取り組みたい。 市 町 村が一丸と

なって万全の準備を行い、地域力が奏でる新しい都市力の創出の理念を生かした薩摩川内市の

実現につなげたい とあいさつ。須賀 郎県知事は 今後の各地域の合併のモデルとしても大

いに注目している。合併して本当によかったと思えるようなまちづくりの実現を期待したい

と祝辞を述べた。また、森山裕参議院議員の祝辞もあった。
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協議概要
会議冒頭、森卓朗会長は 各地域の力を最大限に発揮し、結合することにより、全域の

発展を図ろうとする薩摩川内市のまちづくりについて、協議会をはじめとする各種会議で

活発な議論をし、その協議結果について、住民の皆様の理解を得るための広報を行いなが

ら、 市 町 村の共通認識として、合併協定書という形で取りまとめ、 月 日から川

薩地区内の 会場で行った住民説明会でお示しし、多くの建設的な意見をいただいた。こ

れらの意見 要望については、新市の基本計画策定や地区コミュニティ協議会が自ら策定

される地区振興計画に引き継いでいきたい。本日は共通認識として取りまとめられた合併

協定書について、承認をいただいた後、合併協議に尽力いただいた協議会委員の皆様の立

ち会いと須賀鹿児島県知事の特別立ち会いのもと、 市 町 村の首長の皆様に、合併協

定項目の協議結果の確認をしていただくための調印式を予定している。この合併の調印

は、 市 町 村が総力を挙げて、住民福祉の向上のため、共通認識として積み上げてき

た成果であると考えている。なお、合併協議のスケジュールについては、様々な意見 要

望を承っているが、皆様の合意のもとに、本日の調印式、 月の各市町村議会における議

決、 月の県議会議決、県知事決定、総務大臣の廃置分合の告示、そして 月 日には薩

摩川内市誕生というスケジュールで、予定どおり総力を挙げて取り組んでいきたい とあ

いさつした。

この後、平成 年 月 日付で、一身上の都合により辞職願が提出された鹿島村の塩釜委

員の後任として、鹿島村長から推薦され新委員となった鹿島村の田中永子委員に、森卓朗

会長から委嘱状の交付が行われた。また、 月 日付の人事異動により、鹿児島県総務部地

方課長に就任した服部正人地方課長に法定合併協議会の顧問をお願いしたことが紹介され

た。

議事に入り、 合併協定書案について が審議され、提案のとおり承認された。

引き続き報告事項として 件の報告事項があり 住民説明会について では、平成 年

月 日から 月 日の 日間にわたり 市町村 会場で開催され、参加人員は、合計

人だったこと、主な意見としてはコミュニティ施策、地区コミュニティ協議会に関

わる質問が非常に多かったこと、住民説明会で出された意見・要望については新市基本計

画の策定や地区コミュニティ協議会で、住民が策定する地区振興計画へ引き継ぎ、参考と

する考えであることなどが報告された。

合併関連議案の文案について と 事務の進捗状況等について の報告が行われた後、上

野一誠委員から 合併関連議案が議決された後、この法定合併協議会の役割はどうなるの

か と質問があり、事務局は 合併関連議案の議決後も原則として合併の前日まで法定合

併協議会は存続するが、基本的には持ち帰り案件はなく、協議結果についての報告を行う

予定である。なお、先進例では関係市町村が法定合併協議会の解散議案を合併時までに上程

し、関係市町村議会の全可決をもって法定合併協議会は解散することになる と回答し

た。

尾 嗣 委員からは 合併協定項目の調整方針で… 川内市の例による …という表現

が多いが、そのことについて、行政関係者は今までやってきた準則だと理解しているが、

住民の方々は川内市の言うとおりになるという誤解や不安を招く恐れがあるので、これを

川内市の例によるということではなく、できる限り文章化できるものは、文章化してほし



い と要望があり、 … 例による という表現は先進例にならっている。この合併協定

書案の表現を事務局が修正することはできない。住民には各市町村でわかりやすく説明し

てほしい と回答した。

合併協定調印までの経緯

川薩地区法定合併協議会の歩み川薩地区法定合併協議会の歩み

期 日 経 過 内 容

平成 年 月 日 川薩地区法定合併協議会設置会議・第 回協議会
第 回新市名称等検討小委員会

日 第 回幹事会
日 第 回協議会・第 回市町村長調整会議

第 回新市名称等検討小委員会
月 日 第 回幹事会

日 第 回協議会・第 回市町村長調整会議
第 回新市名称等検討小委員会

日 第 回幹事会
日 第 回協議会・第 回市町村長調整会議

月 日 第 回幹事会
日 第 回協議会・第 回市町村長調整会議

第 回新市名称等検討小委員会
日 第 回幹事会
日 第 回協議会

月 日 第 回幹事会
日 第 回協議会
日 第 回新市名称等検討小委員会
日 第 回幹事会
日 第 回協議会・第 回市町村長調整会議
日 第 回幹事会

月 日 第 回新市名称等検討小委員会
日 第 回幹事会
日 第 回協議会・第 回市町村長調整会議
日 第 回新市名称等検討小委員会
日 第 回幹事会
日 第 回協議会・第 回市町村長調整会議

月 日 第 回幹事会
日 第 回協議会・第 回市町村長調整会議
日 第 回幹事会
日 第 回協議会・第 回市町村長調整会議

第 回新市名称等検討小委員会
平成 年 月 日 第 回幹事会

日 第 回協議会・第 回市町村長調整会議
日 第 回幹事会
日 第 回協議会・第 回市町村長調整会議

月 日 第 回幹事会
日 第 回幹事会
日 第 回協議会・第 回市町村長調整会議

期 日 経 過 内 容

平成 年 月

月

月

月

月

月

平成 年 月

月

平成 年 月

日に川薩地区法定

合併協議会を設置

し、 カ月間にわ

たり合併協定項目

すべてについて協

議を続けた。協議

会は毎月 回開催

のペースで延べ

回、市町村長調整

会議 回、幹事会

回、新市名称等

検討小委員会 回

を開催。その他、

昨年 月末まで事

務レベルの専門部

会 回、分科会

回、調整会議等

回、新市まちづく

り計画策定会議

回を実施。これら

膨大な事務作業と

会議、合意の積み

重ねにより 月

日の協議会で 項

目の合併協定項目

がすべて承認さ

れ、調印されるこ

とになった。
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